
11:15-11:25 ヘルスケア・データの連携に向けたJBAヘルスケア研究会の活動

鎮西清行（（国研）産業技術総合研究所 首席研究員、JBAヘルスケア研究会 会長）

11:25-11:35 総合試薬メーカーとして、ヘルス・フードテックの発展に貢献できること

～食品添加物から体内動態研究支援まで～

谷津 公彦（関東化学（株） 試薬事業本部 バイオケミカル部）

11:35-11:45 食品から健康長寿まで貢献するゼラチン～神秘の三重らせん構造から迫る

平岡陽介（新田ゼラチン（株） 総合研究所 所長 兼 バイオメディカル部 部長）

11:45-11:55 腸内代謝物の魅力 – ベターエイジングへ向けて

三橋 和也（（株）ダイセル ヘルスケアSBU事業戦略グループ主席部員）

11:55-12:05 未病とセルフメディケーション

細谷 吉勝（（株）ヘルスケアシステムズ 取締役 営業企画部部長）

12:05-12:15 MaOI機構のもつ海洋微生物ライブラリとその活用事例のご紹介

後藤 康丞（一般財団法人マリンオープンイノベーション機構 主任研究員）

12:15-12:25 未利用バイオマスの再生・循環とバイオものづくりへの展開

杉本 利和（（株）ファーメンステーション CTO）

12:25-12:35 バイオインフォマティクスによる酵素開発～食品業界への展開

和泉 賢（執行役員COO （株）digzyme）

12:35-12:45 Food Bio Plus研究会の進捗について

吉田 和樹（（一財）バイオインダストリー協会 先端技術・開発部 課長）

出展者プレゼンテーション｢ヘルステック、食料システム革命から健康長寿まで｣
hTJステージ ヘルスケア研究会× Food Bio Plus研究会×機能性食品研究会の協同企画

会 期：2023年10月12日（木）11:15～12:45
場 所：パシフィコ横浜 A,Ｂ,Ｃ,Ｄホール hTJステージ

現在日本では少子高齢化、生活習慣病の増加等により、QOLの改善、健康寿命の延伸、医
療コストの抑制が社会的に求められている。国内外の食料システムが置かれた状況と消費者の
食品選択嗜好の変化を見据え、新たな技術やサービスの開発と社会実装を支援し、持続可能
な食料システムの構築と産業のグローバルな発展を目指さねばならない。本セッションでは、「ヘル
ステック、食料システム革命から健康長寿まで」をテーマに、現状と課題について概観したい。


